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沖
縄
県
民
大
会
の
共
同
代
表
の

一
人
で
あ
り
、
１
月
27
日
東
京

日
比
谷
野
音
の
集
会
で
は
、

「
沖
縄
は
変
わ
り
ま
し
た
。
も

う
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
ど
う

か
日
本
政
府
も
変
わ
っ
て
頂
き

た
い
」
「
補
助
基
金
は
い
ら
な

い
、
基
地
撤
去
を
」
と
発
言
し

て
い
ま
す
。

そ
の
那
覇
市
役
所
周
辺
で
は
、

星
条
旗
と
日
の
丸
を
掲
げ
た
宣

伝
カ
ー
が
周
回
し
、
翁
長
那
覇

市
長
に
対
す
る
個
人
攻
撃
を
執

拗
に
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
17
日
、
名
護
市
辺
野
古

新
基
地
建
設
反
対
の
座
り
込
み

テ
ン
ト
に
は
、
「
海
上
基
地
建

設
阻
止
・
闘
争
開
始
よ
り
８
年

（
２
６
３
９
日
）
の
命
を
守
る

会
の
闘
い
と
〜
座
り
込
み
〜
３

３
１
６
日
」
の
看
板
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
北
部
東
村
高
江
の
オ

ス
プ
レ
イ
パ
ッ
ド
（
ヘ
リ
基
地
）

反
対
テ
ン
ト
や
、
普
天
間
基
地

に
隣
接
す
る
佐
喜
眞
美
術
館
で

は
、
傍
若
無
人
に
飛
行
す
る
オ

ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
怒
る
退
職

者
や
女
性
た
ち
に
よ
る
抗
議
行

動
が
、
連
日
普
天
間
基
地
各
ゲ
ー

ト
で
、
早
朝
か
ら
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。平

和
行
進
最
終
日
、
南
コ
ー

ス
の
普
天
間
基
地
第
二
ゲ
ー
ト
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１
月
27
〜
28
日
、
沖
縄
県
地
方

６
団
体
は
、
普
天
間
基
地
の
県
外

移
設
と
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
、

そ
し
て
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
を

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
保
革
を
超
え

た
県
民
総
意
の
「
建
白
書
」
と
し

て
携
え
、
安
倍
総
理
に
提
出
す
る

た
め
上
京
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
そ
の

沖
縄
の
民
意
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、

直
後
に
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
を
強
行

し
、
ま
た
、
沖
縄
を
切
り
捨
て
た

「
屈
辱
の
日
」
１
９
５
２
年
４
月

28
日
を
「
主
権
回
復
の
日
」
と
し

て
記
念
式
典
を
行
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
主
権
は
本
当
に
回
復
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
わ
が
国

は
真
の
独
立
国
と
言
え
る
の
で
し
ょ

う
か
、
安
倍
政
権
が
強
行
し
た
４
・

28
「
主
権
回
復
の
日
」
式
典
は
、

私
た
ち
自
身
に
問
い
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
本
土
の
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
戦
後
67
年
の
現
在
も

続
く
日
米
安
保
体
制
の
下
で
、
対

米
従
属
政
治
が
始
ま
っ
た
「
屈

辱
の
日
」
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
怒
り
渦
巻
く
沖

縄
に
、
講
和
61
年
、
復
帰
41
年
、

第
36
回
平
和
行
進
と
、
反
戦
・

平
和
学
習
の
た
め
に
、
総
勢
35

名
（
全
労
協
20
名
）
は
、
今
年

も
沖
縄
行
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。私

た
ち
の
宿
泊
先
で
あ
る
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
近
く
の
那
覇
市

役
所
は
、
庁
舎
建
替
え
工
事
が

完
了
し
て
新
庁
舎
と
な
り
、
庁

舎
入
口
の
シ
ー
サ
ー
に
は
「
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
」
の
赤
い

桃
太
郎
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

元
自
民
党
沖
縄
県
連
幹
事
長

の
翁
長
那
覇
市
長
は
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
に
反
対
す
る
９
・
９

た
安
倍
首
相
の
デ
フ
レ
・
円

高
不
況
か
ら
の
脱
却
策
と
し

た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
強

行
さ
れ
、
円
安
に
よ
る
大
企

業
の
利
益
が
上
が
っ
た
も
の

の
、
中
小
企
業
の
改
善
に
つ

な
が
ら
ず
賃
金
格
差
が
拡
大

さ
れ
、
地
方
公
務
員
に
も
国

並
み
賃
下
げ
が
強
行
さ
れ
る

状
況
で
し
た
。

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
で
は
、

中
小
労
組
、
非
正
規
労
働
者
、

未
組
織
労
働
者
、
外
国
人
労

働
者
等
に
よ
る
怒
り
と
す
べ

て
の
労
働
者
の
労
働
条
件
全

般
の
改
善
、
「
首
切
り
自
由
」

を
許
さ
な
い
闘
い
が
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
原
発
の
再
稼
働
に
反
対

す
る
、
特
別
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ

る
「
脱
原
発
」
「
震
災
復
興
支
援
」

に
加
え
、
「
憲
法
改
悪
反
対
」

「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
」
な
ど

反
戦
・
反
基
地
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や

ゼ
ッ
ケ
ン
、
横
断
幕
も
数
多
く
出

さ
れ
、
デ
モ
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
も
そ
の
内
容
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。今

年
も
統
一
メ
ー
デ
ー
は
実
現

せ
ず
、
今
日
の
「
分
裂
メ
ー
デ
ー
」

が
固
定
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う

一
度
労
働
者
の
一
層
幅
広
い
結
集

と
闘
い
の
広
場
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
は
、
日
常
的
・
恒

常
的
に
課
題
別
共
闘
な
ど
を
通
じ

な
が
ら
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
引
き
続
き
、
労
働
者
全
体

の
統
一
メ
ー
デ
ー
の
実
現
に
向
け

て
奮
闘
し
よ
う
！
！

第
84
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

８
千
名
の
結
集
で
成
功
！

第
84
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
は
、

５
月
１
日
に
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
開
催
し
、
約
８
千
人
の
参

加
で
成
功
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま

し
た
。

今
年
の
式
典
議
長
は
、
藤
村

妙
子
さ
ん
（
大
田
区
職
労
）
と

宮
崎
浩
則
さ
ん
（
国
労
東
京
）

が
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
議
長

団
よ
り
震
災
被
害
者
に
対
す
る

黙
祷
が
行
わ
れ
式
典
が
始
ま
り

ま
し
た
。

決
意
表
明
は
、
非
正
規
労
働

者
か
ら
後
呂
良
子
さ
ん
（
東
部

労
組
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
支
部
）
、

外
国
人
労
働
者
か
ら
ラ
フ
ィ
ー

さ
ん
（
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
労
働
組
合
）
、

反
戦
・
平
和
運
動
か
ら
山
城
博

治
さ
ん
（
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
）
、
争
議
関
係

か
ら
佐
々
木
史
郎
さ
ん
（
全
統

一
労
働
組
合
書
記
長
・
け
ん
り

総
行
動
実
行
委
員
会
事
務
局
）

か
ら
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

今
13
春
闘
は
、
政
権
交
代
し

前
の
抗
議
行
動
で
は
、
ゲ
ー
ト

入
口
の
金
網
に
抗
議
の
リ
ボ
ン

が
多
数
結
び
付
け
ら
れ
、
そ
こ

に
は
、
「
日
本
人
の
み
な
さ
ん
、

基
地
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
」

「
基
地
は
安
保
を
な
く
す
ま
で
、

日
本
本
土
へ
！
」
と
書
い
た
掲

示
物
が
括
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

９
・
９
沖
縄
県
民
大
会
事
務

局
長
の
玉
城
義
和
県
議
は
「
基

地
の
前
で
油
を
か
ぶ
っ
て
死
ぬ

わ
け
に
も
い
か
な
い
。
こ
れ
以

上
ど
う
し
ろ
と
い
う
の
か
と
い

う
の
が
私
の
率
直
な
気
持
ち
で

す
。
」
と
話
さ
れ
、
米
軍
基
地

問
題
の
真
の
解
決
に
は
安
保
条

約
改
訂
が
必
然
で
あ
る
こ
と
、

安
保
条
約
改
訂
の
取
り
組
み
に

は
、
沖
縄
が
直
面
し
て
い
る
県

民
生
活
・
経
済
の
視
点
か
ら
が

重
要
で
あ
る
と
提
起
し
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
米
軍
基
地
を
な
く

す
に
は
、
真
の
主
権
国
家
と
し

て
独
立
・
自
主
の
日
本
を
と
り

も
ど
す
外
交
政
策
を
実
行
で
き

る
「
政
権
」
の
樹
立
こ
そ
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
労
働
運
動

が
中
心
に
な
っ
て
国
民
的
運
動

を
盛
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
労
働
組
合
に
課

せ
ら
れ
た
任
務
は
重
要
で
、
急

が
れ
る
こ
と
を
こ
れ
ほ
ど
痛
感

し
た
沖
縄
行
動
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
場
で
必
死
に
奮
闘
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

東
京
全
労
協

中
原
純
子

那
覇
市
役
所
に

「
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
撤
回
」
の
旗

辺
野
古
新
基
地
建
設

阻
止
の
座
り
込
み
は

「
３
３
１
６
日
」

「
沖
縄
は
も
う

待
て
な
い
！
」
に

ど
う
応
え
る
の
か
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な
い
！
５
・
15
裁
判
所
包
囲
霞

が
関
大
行
動
」
は
け
ん
り
総
行

動
実
行
委
員
会
と
東
京
争
議
団

共
闘
会
議
の
両
団
体
が
呼
び
か

け
、
多
く
の
労
働
組
合
、
争
議

団
体
等
が
参
加
す
る
実
行
委
員

会
の
も
と
で
の
共
同
行
動
と
し

て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
提
出
さ
れ
た
請
願
書

は
短
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
高

裁
宛
は
２
４
１
５
枚
、
地
裁
宛

は
２
３
０
８
枚
に
上
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
も
と
で
労
働
規

制
の
緩
和
攻
撃
が
強
ま
る
中
で
、

「
霞
が
関
大
行
動
」
は
そ
の
反

撃
の
取
り
組
み
と
し
て
も
意
義

の
あ
る
取
り
組
み
で
し
た
。

５
月
15
日
、
東
京
地
裁
、
東
京

高
裁
の
前
に
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

を
手
に
し
た
７
０
０
人
を
超
え

る
労
働
者
が
結
集
し
ま
し
た
。

「
首
切
り
自
由
は
許
さ
な
い
」

「
首
切
り
自
由
を
容
認
す
る
司

法
反
動
は
許
さ
な
い
」
と
い
う

切
実
な
思
い
を
込
め
た
赤
色
の

「
請
願
書
」
を
、
労
働
者
一
人

ひ
と
り
が
地
裁
・
高
裁
に
提
出

す
る
と
と
も
に
、
首
切
り
を
容

赦
な
く
行
う
企
業
、
関
連
行
政

に
要
請
抗
議
行
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

「
『
首
切
り
自
由
』
は
許
さ

№56

首
切
り
自
由
は
許
さ
な
い
！

「
13
春
闘
行
動
・

セ
フ
テ
ッ
ク
社
前
集
会
」

４
・
19
春
闘
第
三
波
行
動
セ

フ
テ
ッ
ク
社
前
集
会
は
、
春
闘

恒
例
の
東
伸
社
社
前
集
会
と
新

聞
輸
送
構
内
集
会
の
間
に
組
ん

で
頂
き
ま
し
た
。

８
年
振
り
に
な
る
東
大
赤
門

前
で
の
集
会
は
、
各
労
組
の
支

え
に
よ
り
、
１
０
０
名
を
優
に

超
え
る
集
会
で
し
た
。
結
集
あ

り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

一
方
会
社
側
は
、
こ
こ
数
年

で
人
員
が
入
れ
替
わ
り
、
社
前

集
会
の
経
験
者
が
少
な
く
対
応

に
迷
っ
て
い
た
の
か
？
10
Ｆ
建

本
社
ビ
ル
８
Ｆ
の
総
務
部
へ
申

し
入
れ
た
の
で
す
が
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
上
へ
下
へ
乱
高
下
。
よ

う
や
く
現
れ
た
副
社
長
に
対
し

「
組
合
役
員
の
勤
務
地
つ
い
て

の
団
交
を
誠
実
に
行
え
！
」
と

申
し
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

副
社
長
が
「
組
合
の
方
が
怒
鳴
っ

て
ば
か
り
で
交
渉
に
な
ら
な
い

ん
だ
」
と
言
う
の
で
、
じ
ゃ
あ

次
回
は
、
副
社
長
出
席
の
上
で
、

ご
希
望
に
沿
っ
た
団
交
に
し
ま

し
ょ
う
・
・
・
と
約
束
し
行
動

を
終
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
団
交
を
行

い
ま
し
た
が
、
副
社
長
は
出
席

せ
ず
、
何
の
権
限
も
な
い
労
担

と
雑
談
程
度
の
も
の
で
し
た
。

労
担
が
、
自
分
の
権
限
で
言
っ

た
の
は
、
「
会
社
の
駐
車
場
で

集
会
を
や
る
の
は
構
わ
な
い
が
、

煙
草
は
奥
の
吸
殻
入
れ
の
所
で
」

と
の
こ
と
・
・
・
。
次
回
は
、

奥
の
喫
煙
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
は
、
実
質
的
な
条
件
を

ＮＴＴ職業病闘争と闘う木下孝子さんが司会を務めた（2013年5月15日）

勝
ち
取
る
た
め
要
求
書
を
提
出

し
団
交
を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

会
社
は
、
権
限
を
持
た
な
い

労
担
を
出
席
さ
せ
、
組
合
の
質

問
に
は
一
切
答
え
ま
せ
ん
。
こ

の
労
担
は
、
「
組
合
員
間
で
個
々

の
賃
金
を
教
え
合
う
な
！
」
と

団
交
で
発
言
し
た
人
で
す
。
そ

ん
な
労
担
に
団
交
を
や
ら
せ
る

経
営
者
自
身
は
、
自
分
の
事
し

か
考
え
ら
れ
な
い
。
労
働
条
件

に
つ
い
て
は
、
従
業
員
に
通
告

す
る
だ
け
。
何
か
交
渉
さ
れ
て

北
部
労
協

職
場
闘
争
報
告

5
・
15
霞
が
関
大
行
動

６
・
９
米
軍
横
田
基
地
反
対

集
会
・
デ
モ
行
動
を
取
り
組
む

沖
縄
で
の
闘
い
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

15
時
に
は
デ
モ
隊
列
を
作
り
、

横
田
基
地
を
め
ざ
し
て
デ
モ
行

進
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い
」

「
米
軍
基
地
は
い
ら
な
い
」
な

ど
暑
い
中
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
て
デ
モ
行
進
を
し
ま

- 地域デモ・社前座り込みの連続行動で -

親会社フジビ会長、交渉に出席！
組合は４項目の要求を提出！

６月４日午前10時から、荒川区内公共施設において、富士美

術印刷（フジビ）田中正昭会長が出席し、争議解決に向けた第

１回交渉を行いました。

昨年９月の子会社・フジ製版破産以来９ヶ月、解雇された組

合員の要求に応えて、初めて親会社の田中会長が話し合いの席

に着き、組合は４項目の要求（組合への謝罪、解雇された組合

員の生活補償、フジビへの雇用、労使関係正常化）を提出しま

した。田中会長は「弁護士に相談するので時間がほしい」と回

答し、交渉は継続となっています。

組合は、この要求にもとづき、一致団結して行動していきま

す。全面解決に向け、皆様の一層のご支援をお願いいたします。

し
た
。
横
田
基
地
ゲ
ー
ト
前
で

は
ゲ
ー
ト
が
塞
が
れ
お
り
、
要

請
書
を
読
み
上
げ
て
行
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
解
散
地
点
の
公
園

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
東
京

全
労
協
・
久
保
事
務
局
長
の
ま

と
め
の
挨
拶
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
行
動
全
体
を
終
え
ま
し
た
。

も
困
る
か
ら
団
交
に
出
席
し
な

い
。
集
会
で
「
セ
フ
テ
ッ
ク
経

営
者
は
、
さ
も
し
い
！
さ
も
し

い
！
」
と
共
闘
組
合
か
ら
の
連

呼
が
響
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ

ん
な
会
社
の
対
応
に
つ
い
て
の

事
な
の
で
し
ょ
う
か
？

兎
も
角
、
こ
の
様
な
会
社
と

40
年
以
上
闘
い
続
け
て
い
る
組

合
で
す
。
良
い
時
も
嫌
な
時
も

乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

今
後
も
、
世
代
を
超
え
て
闘

い
続
け
て
行
く
決
意
で
す
。

で
は
連
日
厳
し
闘
い
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
、
私
た
ち
も
東
京

で
出
来
る
闘
い
を
取
り
組
も
う

と
昨
年
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

そ
し
て
今
日
の
行
動
な
っ
た
。

暑
い
中
で
の
取
り
組
み
に
な
り

ま
す
が
、
最
後
ま
で
貫
徹
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。引

き
続
き
、
参
加
労
組
・
団

体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。
ま
た

沖
縄
一
坪
反
戦
地
主
会
か
ら
は
、

去
る
６
月
９
日
、
東
京
全
労

協
と
全
国
一
般
東
京
労
組
の
呼

び
か
け
で
「
６
・
９
米
軍
横
田

基
地
反
対
集
会
・
デ
モ
」
を
取

り
組
み
出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
牛
浜
駅
か
ら
近
く
の
福

生
公
園
に
結
集
し
、
14
時
か
ら

ス
タ
ー
ト
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
開
会
に
あ
た
り
主
催
者
挨

拶
と
し
て
、
東
京
全
労
協
・
久

保
事
務
局
長
は
「
２
週
間
ほ
ど

前
に
５
・
15
沖
縄
平
和
行
進
を

東
京
全
労
協
と
東
京
労
組
の
仲

間
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
沖
縄


